
エネシスグリサポ SDGsバイオマス有機 流通調達 生産 消費

主な取組内容

〇有機農業の面的拡大（いも類・露地野菜）

令和４年度末13.7ha⇒令和10年度末14.7ha（1ha

の増加）

普及に向けた取組

成果目標

有機農産物の消費拡大にあたっては、多様な販路の確保や、有機農業に対する消費者の理
解醸成が喫緊の課題となっていることから、消費者に有機農業をより身近に感じてもらうた
めの取組をさらに推進していく。

背景・課題

品 目

構 成 員

当協議会では、栽培技術講習会や有機農産物販売会
等を実施し、技術力向上や有機農業の普及に寄与して
きたが、培ってきたノウハウが地域の生産者や作目等
に波及していないことが課題となっており、栽培技術
研修会など有機農業への新規参入や新たな栽培品目へ
の有機転換等を推進する取組を地域ぐるみで実践する
ことが必要。

小田原市

小田原有機農法研究会

農事組合法人小田原産直組合

NPO法人あしがら農の会ほか

果樹（キウイフルーツ、みかん

等）、露地野菜、水稲

問い合わせ先 神奈川県小田原市経済部農政課
TEL 0465-33-1494

小田原市

小田原有機の里づくり協議会（神奈川県小田原市） 23R５補正
R６当初

〇生産段階の取組

・栽培技術の向上

・軽労化手法等の検証

・玉ねぎや米など市の特産物の有機転換の推進

〇流通、加工、消費等の取組

・有機JAS認証取得の推進（流通）

・事業者等による有機農産物の利用促進（加工・流通）

・有機農産物のマルシェの開催や料理教室など消費者が有機農業とふれあう機会の拡充（消費）

・公立小学校へのオーガニック給食の試験的な導入（消費）

オーガニックファーマーズマーケット朝市村の調査 オーガニック料理教室の開催

【R6年度の取組（抜粋）】
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